
































する日本人 Ns 67 名（50.8％）であり、中国人 Ns 34
名（25.8％）、インドネシア人 Ns 31 名（23.5％）であっ
た。
異文化看護の適応過程に関する測定尺度の全体の
Cronbach’αは外国人 Ns 31 項目 0.94, 日本人 Ns26


















１ ．異文化看護適応を測定する尺度（外国人 Ns 31 項
目, 日本人 Ns26 項目）の信頼性の検討に関して、
項目毎に削除してもα係数が安定し、全体の






































































































































































































































　（２） 異文化看護の適応過程に関する質問 26 項目









　（２） 異文化看護の適応過程に関する質問 31 項目







































時：平成 27 年 2 月 17 日：平成 28 年 5 月 9 日 ）
Ⅴ．結果
１．研究協力者の概要
研究の協力を得た者は 132 名、そのうち男性は 27
名（20.5％）で、女性は 105 名（79.5％）であった。
属性について表 1に示したように、年齢は 22 歳から
63歳まで、平均年齢33.8歳であった。出身地に関して、
外国人を指導する日本人 Ns 67 名（50.8％）であり、






























項目 N＝ 132 日本（N=67） インドネシア（N=31） 中国（N=34）
性別 男性 27 20.5％ 7（10.4％） 14（45.2％） 6（17.6％）
女性 105 79.5％ 60（89.6％） 17（54.8％） 28（82.4％）
学歴 専門学校 69 52.3％ 51（76.1） 16（51.6％） 2（5.9％）
短大 10 7.6％ 3（4.5％） 2（6.5％） 5（14.7）
大学 52 39.4％ 12（17.9％） 13（41.9％） 27（79.4％）
大学院 1 0.8％ 1（1.5％） 0 0
年齢 最小 22 22 27 23
最大 63 63 38 38




中国のほうは 0.94、トータルで 0.94 であり、有意差
を認めなかったので、外国人 Nsという同一集団で扱
うことができると確認した。全体の IT相関は 0.4 未
満であった項目があったが、項目毎に添削してもα
係数が安定し、尺度の内的整合性が保たれており、項






の結果は表 4 で示した。日本人 Nsのα=0.92、中国
人 Ns=0.86、インドネシア人 Ns=0.85、外国人 Nsと
日本人 Nsの間有意差が見られたとしても、トータル





３． 外国人Ns と日本人Ns の異文化看護の適応過程
とレジリエンスの実態及び関連性の検討






Correlation If Item Deleted
1 　外国人看護師に興味がある 0.66 0.96
2 　 自分の文化と異なる看護師と共に働く心の準備ができている 0.57 0.96
3 　外国人看護師と共に働くことに楽しみだ 0.72 0.96
4 　外国人看護師と協働できるように努力する 0.77 0.96
5 　 外国人看護師の言葉の本音を理解するように努力する 0.71 0.96
6 　外国人看護師の異文化を受容する 0.75 0.96
7 　外国人看護師の価値観を理解するように努力する 0.83 0.96
8 　外国人看護師に声をかけるようにしている 0.62 0.96
9 　 外国人看護師のケアが患者に受け入れられるように働きかける 0.73 0.96
10　 外国人看護師の患者に対する看護ケアに対して配慮をかける 0.75 0.96
11　 外国人看護師と患者とのトラブルが生じないように配慮をかける 0.72 0.96
12　 外国人看護師の文化習慣が違うことによって患者への対応が違うことを配慮する 0.71 0.96
13　 外国人看護師と協働して患者によいケアを提供したい 0.81 0.96
14　外国人看護師の言語レベルに合わせて指導する 0.69 0.96
15　 日本の看護常識が外国人看護師に通用しないことを理解したうえで指導する 0.70 0.96
16　 外国人看護師のストレートな言動を理解したうえで指導する 0.75 0.96
17　外国人看護師の考え方を理解したうえで指導する 0.76 0.96
18　 外国人看護師が患者の文化を知らないことを理解したうえで指導する 0.64 0.96
19　外国人看護師の文化習慣を理解する必要がある 0.78 0.96
20　外国人看護師の教育背景を理解する必要がある 0.76 0.96
21　 患者の文化背景を外国人看護師に知ってもらう必要がある 0.33 0.96
22　外国人看護師とも看護観は同じである 0.63 0.96
23　外国人看護師と関わったことで視野が広がった 0.66 0.96


















1　同僚看護師が親切に見える 0.51 0.94 0.58 0.95 0.52 0.94
2　 自分の文化と異なる看護師と共に働く心の準備
ができている
0.35 0.95 0.42 0.95 0.34 0.94
3　 自分の文化と異なる同僚看護師と共に働くこと
が楽しみだ
0.62 0.94 0.56 0.95 0.67 0.94
4　 母国で経験のない看護ケアに対する戸惑いを克
服するように努力する
0.38 0.95 0.42 0.95 0.35 0.94
5　 母国の看護業務内容と違うことを理解するよう
に努力する
0.68 0.94 0.64 0.95 0.73 0.94
6 　自分の考えが同僚看護師に伝わるように努力する 0.45 0.95 0.54 0.95 0.38 0.94
7　同僚看護師の考え方を理解できるように努力する 0.45 0.95 0.63 0.95 0.33 0.94
8　 母国と違う看護ケアのあり方を理解できるよう
に努力する
0.68 0.94 0.80 0.95 0.56 0.94
9　 文化習慣の違いが自分の看護行為に影響するこ
とを認識する
0.54 0.94 0.70 0.95 0.45 0.94
10　 母国の看護体制と違うことを理解できるように
努力する
0.53 0.94 0.63 0.95 0.42 0.94
11　 母国の看護教育内容と違うことを理解できるよ
うに努力する
0.60 0.94 0.66 0.95 0.55 0.94
12　 看護ケアの中身となる根拠を理解できるように
努力する
0.57 0.94 0.77 0.95 0.39 0.94
13　 母国と違う看護の常識を理解できるように努力する 0.77 0.94 0.83 0.95 0.72 0.94
14　患者が親切に見える 0.47 0.94 0.46 0.95 0.49 0.94
15　患者が私を受け入れようとしている 0.69 0.94 0.64 0.95 0.74 0.94
16　患者の言葉の本音が分かるように努力する 0.59 0.94 0.68 0.95 0.52 0.94
17　 患者とのコミュニケーションをうまくできるよ
うに努力する
0.62 0.94 0.58 0.95 0.68 0.94
18　患者と良好な関係を築きたい 0.70 0.94 0.74 0.95 0.69 0.94
19　 自信を持って患者への言葉をかけられるように
努力する
0.69 0.94 0.80 0.95 0.61 0.94
20　患者からの承認が自分の励みになる 0.64 0.94 0.66 0.95 0.65 0.94
21　患者の文化背景を理解できるように努力する 0.73 0.94 0.75 0.95 0.72 0.94
22　患者の個別性を理解できるように努力する 0.62 0.94 0.56 0.95 0.67 0.94
23　患者の気持ちを理解できるように努力する 0.70 0.94 0.72 0.95 0.67 0.94
24　看護師指導者のように仕事ができるようにしたい 0.62 0.94 0.59 0.95 0.69 0.94
25　看護師指導者からの教えに感謝している 0.61 0.94 0.55 0.95 0.68 0.94
26　看護師指導者からの承認が自分の励みになる 0.65 0.94 0.64 0.95 0.67 0.94
27　同僚看護師とも目指す看護は同じである 0.51 0.94 0.50 0.95 0.52 0.94
28　同僚看護師と関わったことで視野が広がった 0.62 0.94 0.56 0.95 0.67 0.94
29　 同僚看護師と関わったことで母国と違う看護常
識を知った
0.66 0.94 0.70 0.95 0.64 0.94
30　同僚看護師と良好な関係を築きたい 0.55 0.94 0.52 0.95 0.58 0.94
31　同僚看護師は大事なパートナーである 0.32 0.95 0.44 0.95 0.25 0.94



























全員　N=132 インドネシア　N=31 中国　N=34 日本　N=67













1　将来の見通しは明るいと思う 0.47 0.91 0.62 0.85 0.57 0.85 0.39 0.93
2　 困ったことがおきてもよい方向にもっていけ
ると思う
0.59 0.91 0.57 0.85 0.56 0.85 0.59 0.92
3　自分の未来にはきっといいことがあると思う 0.54 0.91 0.44 0.85 0.44 0.86 0.60 0.92
4　何事もよい方に考える 0.68 0.91 0.69 0.84 0.52 0.85 0.70 0.92
5　自分の将来に希望をもっている 0.69 0.91 0.71 0.84 0.38 0.86 0.74 0.92
6　困った時、考えるだけ考えたらもう悩まない 0.52 0.91 0.78 0.84 0.47 0.85 0.52 0.93
7　困った時、ふさぎこまないで次の手を考える 0.60 0.91 0.54 0.85 0.35 0.86 0.67 0.92
8　将来の目標をもって生きている 0.69 0.91 0.64 0.85 0.51 0.85 0.72 0.92
9　ものごとに対する興味や関心が強い方だ 0.75 0.90 0.72 0.84 0.65 0.85 0.79 0.92
10　新しいことや珍しいことが好きだ 0.68 0.91 0.54 0.85 0.42 0.86 0.75 0.92
11　色々なことにチャレンジするのが好きだ 0.68 0.91 0.47 0.85 0.50 0.85 0.75 0.92
12　私は色々なことを知りたいと思う 0.74 0.90 0.57 0.85 0.53 0.85 0.84 0.92
13　 寂しい時や悲しい時は、自分の気持ちを人に
聞いてもらいたいと思う
0.20 0.92 －0.27 0.88 0.11 0.87 0.36 0.93
14　 つらい時や悩んでいる時は、自分の気持ちを
人に話したいと思う
0.20 0.92 －0.30 0.88 0.16 0.87 0.33 0.93
15　自分の考えを人に聞いてもらおうとする 0.28 0.91 0.51 0.85 0.37 0.86 0.16 0.93
16　迷っている時は人の意見を聞きたいと思う 0.14 0.91 0.29 0.86 －0.11 0.87 0.18 0.93
17　自分の感情をコントロールできる方だ 0.45 0.91 0.40 0.85 0.26 0.86 0.43 0.93
18　いつも冷静でいられるようにこころがけている 0.57 0.91 0.51 0.85 0.53 0.85 0.60 0.92
19　動揺しても、自分を落ち着かせることができる 0.58 0.91 0.50 0.85 0.29 0.86 0.64 0.92
20　ねばり強い人間だと思う 0.55 0.91 0.66 0.84 0.54 0.85 0.53 0.93
21　なぜそうしたのか行動を見直すことがある 0.61 0.91 0.54 0.85 0.66 0.85 0.62 0.92
22　失敗した時自分のどこが悪かったか考える 0.22 0.91 －0.14 0.88 0.27 0.86 0.43 0.93
23　 難しいことでも解決するために色々な方法を
考える
0.69 0.91 0.35 0.85 0.63 0.85 0.75 0.92
24　自分の判断は適切かをよく考える 0.44 0.91 0.26 0.86 0.53 0.85 0.48 0.93
項目全体α 0.91 0.85 0.86 0.92
81外国人看護師と日本人看護師間の関係形成の要因に関する研究
３） 日本人Ns が外国人Ns と共に働く期間の違いに
よる異文化看護適応の t 検定
日本人 Nsが外国人 Nsと共に働く期間の平均月数






平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
1　同僚看護師が親切に見える 3.37 0.60 3.58 0.50 3.18 0.63 2.88 0.01
2　 自分の文化と異なる看護師と共に働く心の準備が
できている
3.28 0.60 3.10 0.54 3.44 0.61 －2.41 0.02
3　 自分の文化と異なる同僚看護師と共に働くことが
楽しみだ
3.03 0.73 3.13 0.72 2.94 0.74 1.04 0.30
4　 母国で経験のない看護ケアに対する戸惑いを克服
するように努力する
3.48 0.50 3.55 0.51 3.41 0.50 1.09 0.28
5　 母国の看護業務内容と違うことを理解するように
努力する
3.49 0.53 3.42 0.50 3.56 0.56 －1.06 0.29
6　自分の考えが同僚看護師に伝わるように努力する 3.15 0.69 3.16 0.69 3.15 0.70 0.08 0.93
7　同僚看護師の考え方を理解できるように努力する 3.32 0.56 3.36 0.49 3.29 0.63 0.44 0.66
8　 母国と違う看護ケアのあり方を理解できるように
努力する
3.48 0.50 3.48 0.51 3.47 0.51 0.11 0.92
9　 文化習慣の違いが自分の看護行為に影響すること
を認識する
3.43 0.56 3.36 0.49 3.50 0.62 －1.06 0.29
10　 母国の看護体制と違うことを理解できるように努
力する
3.42 0.61 3.39 0.67 3.44 0.56 －0.35 0.73
11　 母国の看護教育内容と違うことを理解できるよう
に努力する
3.45 0.61 3.45 0.68 3.44 0.56 0.07 0.95
12　 看護ケアの中身となる根拠を理解できるように努
力する
3.48 0.50 3.52 0.51 3.44 0.50 0.60 0.55
13　母国と違う看護の常識を理解できるように努力する 3.40 0.63 3.42 0.62 3.38 0.65 0.23 0.82
14　患者が親切に見える 3.51 0.56 3.45 0.51 3.56 0.61 －0.77 0.44
15　患者が私を受け入れようとしている 3.37 0.60 3.36 0.55 3.38 0.65 －0.18 0.85
16　患者の言葉の本音が分かるように努力する 3.35 0.67 3.32 0.60 3.38 0.74 －0.36 0.72
17　 患者とのコミュニケーションをうまくできるよう
に努力する
3.48 0.59 3.39 0.62 3.56 0.56 －1.17 0.25
18　患者と良好な関係を築きたい 3.66 0.51 3.61 0.56 3.71 0.46 －0.73 0.47
19　 自信を持って患者への言葉をかけられるように努
力する
3.54 0.53 3.58 0.50 3.50 0.56 0.61 0.54
20　患者からの承認が自分の励みになる 3.44 0.61 3.32 0.60 3.55 0.62 －1.47 0.15
21　患者の文化背景を理解できるように努力する 3.46 0.59 3.48 0.51 3.44 0.66 0.29 0.77
22　患者の個別性を理解できるように努力する 3.37 0.65 3.42 0.67 3.32 0.64 0.59 0.56
23　患者の気持ちを理解できるように努力する 3.45 0.64 3.48 0.68 3.41 0.61 0.45 0.65
24　看護師指導者のように仕事ができるようにしたい 3.69 0.56 3.81 0.40 3.59 0.66 1.63 0.11
25　看護師指導者からの教えに感謝している 3.72 0.48 3.81 0.40 3.65 0.54 1.35 0.18
26　看護師指導者からの承認が自分の励みになる 3.57 0.64 3.58 0.56 3.56 0.70 0.14 0.89
27　同僚看護師とも目指す看護は同じである 3.25 0.69 3.26 0.63 3.24 0.74 0.13 0.89
28　同僚看護師と関わったことで視野が広がった 3.48 0.64 3.52 0.63 3.44 0.66 0.47 0.64
29　 同僚看護師と関わったことで母国と違う看護常識
を知った
3.31 0.73 3.36 0.66 3.27 0.79 0.50 0.62
30　同僚看護師と良好な関係を築きたい 3.69 0.47 3.71 0.46 3.68 0.47 0.29 0.78




























よる 3群に分けた。月数≧ 75％群（24 カ月以上）、≦
25％群（12 カ月未満）、中央値は 24 か月であったため、




平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
1 　将来の見通しは明るいと思う 4.00 0.68 3.59 0.89 3.51 0.88 3.75 0.03
2　困ったことがおきてもよい方向にもっていけると思う 3.84 0.69 3.62 0.65 3.54 0.89 1.54 0.22
3　自分の未来にはきっといいことがあると思う 4.23 0.67 3.67 0.92 3.69 0.89 4.85 0.01
4　何事もよい方に考える 4.03 0.66 3.65 0.85 3.37 0.90 6.65 0.00
5　自分の将来に希望をもっている 4.10 0.65 3.91 0.75 3.39 0.87 10.24 0.00
6　困った時、考えるだけ考えたらもう悩まない 3.13 0.85 3.32 0.84 3.25 1.09 0.33 0.72
7　困った時、ふさぎこまないで次の手を考える 3.71 0.86 3.62 0.60 3.39 0.97 1.74 0.18
8　将来の目標をもって生きている 4.10 0.65 4.09 0.79 3.55 0.96 6.60 0.00
9　ものごとに対する興味や関心が強い方だ 3.87 0.81 3.65 0.88 3.51 1.01 1.62 0.20
10　新しいことや珍しいことが好きだ 4.03 0.75 3.88 0.81 3.60 1.03 2.71 0.07
11　色々なことにチャレンジするのが好きだ 4.19 0.70 3.85 0.93 3.51 0.99 6.22 0.00
12　私は色々なことを知りたいと思う 4.10 0.75 3.94 0.89 3.78 0.97 1.41 0.25
13　 寂しい時や悲しい時は、自分の気持ちを人に聞い
てもらいたいと思う
3.39 0.80 3.82 0.94 3.55 0.93 1.98 0.14
14　 つらい時や悩んでいる時は、自分の気持ちを人に
話したいと思う
3.48 0.85 3.76 0.96 3.46 0.96 1.27 0.29
15　自分の考えを人に聞いてもらおうとする 3.65 0.55 3.85 0.66 3.46 0.80 3.42 0.04
16　迷っている時は人の意見を聞きたいと思う 4.00 0.45 4.00 0.60 3.91 0.71 0.33 0.72
17　自分の感情をコントロールできる方だ 4.03 0.48 3.88 0.64 3.36 0.90 10.53 0.00
18　いつも冷静でいられるようにこころがけている 3.48 0.68 3.65 0.77 3.42 0.91 0.87 0.42
19　動揺しても、自分を落ち着かせることができる 3.58 0.81 3.59 0.66 3.12 0.90 5.30 0.01
20　ねばり強い人間だと思う 3.39 0.76 3.56 0.75 3.28 1.04 1.03 0.36
21　なぜそうしたのか行動を見直すことがある 3.87 0.43 3.59 0.82 3.61 0.78 1.62 0.20
22　失敗した時自分のどこが悪かったか考える 3.61 0.92 3.76 0.92 3.82 0.67 0.71 0.49
23　難しいことでも解決するために色々な方法を考える 4.06 0.44 3.88 0.73 3.70 0.76 3.05 0.05



























インドネシア 中国 .412 .050
日本 .493* .008
中国 インドネシア -.412 .050
日本 .081 .649






インドネシア 中国 .559* .010
日本 .539* .004
中国 インドネシア -.559* .010
日本 -.020 .913




インドネシア 中国 .385 .066
日本 .659* .000
中国 インドネシア -.385 .066
日本 .274 .123





インドネシア 中国 .185 .350
日本 .709* .000
中国 インドネシア -.185 .350
日本 .524* .002





インドネシア 中国 .009 .968
日本 .545* .004
中国 インドネシア -.009 .968
日本 .536* .003





インドネシア 中国 .150 .512
日本 .435* .031
中国 インドネシア -.150 .512
日本 .285 .142





インドネシア 中国 .341 .136
日本 .686* .001
中国 インドネシア -.341 .136
日本 .345 .075





インドネシア 中国 -.208 .244
日本 .182 .242
中国 インドネシア .208 .244
日本 .390* .011





インドネシア 中国 .150 .427
日本 .674* .000
中国 インドネシア -.150 .427
日本 .524* .001






インドネシア 中国 -.008 .970
日本 .461* .011
中国 インドネシア .008 .970
日本 .469* .008






インドネシア 中国 .182 .290
日本 .363* .017
中国 インドネシア -.182 .290
日本 .181 .215
日本 インドネシア -.363* .017
中国 -.181 .215






























1 　外国人看護師に興味がある 3.09 0.75 3.12 ± .78 3.08 ± .75 0.17 0.86
2 　自分の文化と異なる看護師と共に働く心の準備ができている 3.04 0.75 3.41 ± .50 2.92 ± .78 2.98 0.00
3 　外国人看護師と共に働くことに楽しみだ 3.09 0.77 3.12 ± .69 3.08 ± .80 0.18 0.85
4 　外国人看護師と協働できるように努力する 3.48 0.61 3.47 ± .51 3.48 ± .64 －0.06 0.95
5 　外国人看護師の言葉の本音を理解するように努力する 3.39 0.65 3.47 ± .51 3.48 ± .65 0.70 0.49
6 　外国人看護師の異文化を受容する 3.30 0.68 3.41 ± .62 3.27 ± .70 0.81 0.42
7 　外国人看護師の価値観を理解するように努力する 3.40 0.63 3.47 ± .51 3.38 ± .67 0.58 0.57
8 　外国人看護師に声をかけるようにしている 3.57 0.61 3.59 ± .51 3.56 ± .64 0.18 0.85
9 　外国人看護師のケアが患者に受け入れられるように働きかける 3.25 0.66 3.29 ± .58 3.24 ± .68 0.31 0.76
10　外国人看護師の患者に対する看護ケアに対して配慮をかける 3.22 0.62 3.18 ± .53 3.24 ± .66 －0.40 0.69
11　外国人看護師と患者とのトラブルが生じないように配慮をかける 3.36 0.67 3.41 ± .62 3.34 ± .68 0.40 0.69
12　 外国人看護師の文化習慣が違うことによって患者への対応が
違うことを配慮する
3.12 0.71 3.06 ± .66 3.14 ± .72 －0.43 0.67
13　外国人看護師と協働して患者によいケアを提供したい 3.58 0.63 3.59 ± .50 3.58 ± .67 0.05 0.96
14　外国人看護師の言語レベルに合わせて指導する 3.37 0.65 3.65 ± .49 3.28 ± .67 2.41 0.02
15　 日本の看護常識が外国人看護師に通用しないことを理解した
うえで指導する
3.19 0.72 3.47 ± .51 3.10 ± .76 2.25 0.03
16　外国人看護師のストレートな言動を理解したうえで指導する 3.18 0.74 3.47 ± 51 3.08 ± .78 2.35 0.02
17　外国人看護師の考え方を理解したうえで指導する 3.22 0.69 3.41 ± .51 3.16 ± .74 1.56 0.03
18　 外国人看護師が患者の文化を知らないことを理解したうえで
指導する
3.28 0.67 3.47 ± .62 3.22 ± .68 1.40 0.17
19　外国人看護師の文化習慣を理解する必要がある 3.45 0.63 3.53 ± .51 3.42 ± .67 0.70 0.49
20　外国人看護師の教育背景を理解する必要がある 3.45 0.63 3.47 ± .51 3.44 ± .67 0.19 0.85
21　患者の文化背景を外国人看護師に知ってもらう必要がある 3.49 0.61 3.29 ± .69 3.56 ± .58 －1.43 0.16
22　外国人看護師とも看護観は同じである 3.00 0.84 3.00 ± .79 3.00 ± .86 0.00 1.00
23　外国人看護師と関わったことで視野が広がった 3.15 0.84 3.29 ± .77 3.10 ± .86 0.87 0.39
24　 外国人看護師と関わったことで日本の看護常識が世界共通で
ないことを知った
3.15 0.80 3.12 ± .93 3.16 ± .76 －0.17 0.87
25　外国人看護師は大事なパートナーだ 3.36 0.79 3.47 ± .80 3.32 ± .79 0.67 0.51





































1 　外国人看護師に興味がある 35.30 34.00 25.75 1.57 0.46 
2 　自分の文化と異なる看護師と共に働く心の準備ができている 33.75 35.20 31.00 0.30 0.86
3 　外国人看護師と共に働くことに楽しみだ 36.84 32.26 22.67 3.57 0.17
4 　外国人看護師と協働できるように努力する 34.62 35.87 22.92 2.85 0.24
5 　外国人看護師の言葉の本音を理解するように努力する 33.53 38.30 20.50 5.08 0.08
6 　外国人看護師の異文化を受容する 34.65 33.09 28.00 0.79 0.67
7 　外国人看護師の価値観を理解するように努力する 34.20 35.93 25.33 1.81 0.40
8 　外国人看護師に声をかけるようにしている 35.57 32.26 30.75 0.82 0.66
9 　外国人看護師のケアが患者に受け入れられるように働きかける 32.84 36.93 30.08 1.14 0.56
10　外国人看護師の患者に対する看護ケアに対して配慮をかける 34.99 34.46 26.00 1.52 0.47
11　外国人看護師と患者とのトラブルが生じないように配慮をかける 35.04 32.85 31.83 0.33 0.85
12　 外国人看護師の文化習慣が違うことによって患者への対応が違う
ことを配慮する
35.57 31.37 34.17 0.82 0.67
13　外国人看護師と協働して患者によいケアを提供したい 34.11 36.26 24.67 2.39 0.30
14　外国人看護師の言語レベルに合わせて指導する 35.63 31.96 31.50 0.78 0.68
15　 日本の看護常識が外国人看護師に通用しないことを理解したうえ
で指導する
36.83 30.00 31.42 2.33 0.31
16　外国人看護師のストレートな言動を理解したうえで指導する 36.74 30.13 31.50 2.24 0.33
17　外国人看護師の考え方を理解したうえで指導する 35.25 32.83 30.58 0.55 0.76
18　外国人看護師が患者の文化を知らないことを理解したうえで指導する 35.32 33.02 29.42 0.68 0.71
19　外国人看護師の文化習慣を理解する必要がある 35.72 33.80 23.83 2.48 0.29
20　外国人看護師の教育背景を理解する必要がある 36.14 33.11 23.83 2.75 0.25
21　患者の文化背景を外国人看護師に知ってもらう必要がある 34.95 32.63 33.25 0.27 0.87
22　外国人看護師とも看護観は同じである 33.05 35.91 32.67 0.40 0.82
23　外国人看護師と関わったことで視野が広がった 34.74 33.78 30.17 0.33 0.85
24　 外国人看護師と関わったことで日本の看護常識が世界共通でない
ことを知った
35.00 34.48 25.83 1.35 0.51
25　外国人看護師は大事なパートナーだ 33.78 35.89 28.17 0.93 0.63































1 　同僚看護師が親切に見える 29.63 29.57 36.74 2.94 0.23
2 　自分の文化と異なる看護師と共に働く心の準備ができている 37.25 33.95 30.68 1.47 0.48
3 　自分の文化と異なる同僚看護師と共に働くことが楽しみだ 27.08 26.73 39.74 9.46 0.01
4 　母国で経験のない看護ケアに対する戸惑いを克服するように努力する 28.33 33.75 34.27 1.21 0.55
5 　母国の看護業務内容と違うことを理解するように努力する 33.00 33.73 32.48 0.07 0.96
6 　自分の考えが同僚看護師に伝わるように努力する 27.00 27.91 38.94 7.05 0.03
7 　同僚看護師の考え方を理解できるように努力する 30.25 35.20 32.50 0.77 0.68
8 　母国と違う看護ケアのあり方を理解できるように努力する 22.92 38.18 33.23 6.77 0.03
9 　文化習慣の違いが自分の看護行為に影響することを認識する 28.04 36.82 32.21 2.30 0.32
10　母国の看護体制と違うことを理解できるように努力する 29.50 30.30 36.27 2.32 0.31
11　母国の看護教育内容と違うことを理解できるように努力する 27.17 34.41 34.26 1.81 0.40
12　看護ケアの中身となる根拠を理解できるように努力する 25.63 35.23 34.27 3.03 0.22
13　母国と違う看護の常識を理解できるように努力する 27.25 31.98 35.95 2.47 0.29
14　患者が親切に見える 38.88 35.86 28.69 4.28 0.12
15　患者が私を受け入れようとしている 37.25 30.41 33.19 1.30 0.52
16　患者の言葉の本音が分かるように努力する 33.50 35.66 30.92 1.02 0.60
17　患者とのコミュニケーションをうまくできるように努力する 30.42 33.70 33.50 0.36 0.84
18　患者と良好な関係を築きたい 32.83 34.77 31.81 0.48 0.79
19　自信を持って患者への言葉をかけられるように努力する 28.83 33.75 34.08 0.96 0.62
20　患者からの承認が自分の励みになる 36.14 32.68 31.08 0.76 0.68
21　患者の文化背景を理解できるように努力する 33.42 31.36 34.00 0.33 0.85
22　患者の個別性を理解できるように努力する 32.83 34.95 31.68 0.48 0.79
23　患者の気持ちを理解できるように努力する 27.21 36.89 32.48 2.62 0.27
24　看護師指導者のように仕事ができるようにしたい 34.00 34.32 31.68 0.48 0.79
25　看護師指導者からの教えに感謝している 33.50 32.39 33.24 0.06 0.97
26　看護師指導者からの承認が自分の励みになる 34.67 32.09 33.00 0.20 0.90
27　同僚看護師とも目指す看護は同じである 28.67 35.36 33.00 1.17 0.56
28　同僚看護師と関わったことで視野が広がった 32.50 28.50 36.39 2.89 0.24
29　同僚看護師と関わったことで母国と違う看護常識を知った 37.67 26.11 36.08 5.39 0.07
30　同僚看護師と良好な関係を築きたい 32.17 29.70 35.66 2.04 0.36
































1 　同僚看護師が親切に見える 10.42 18.89 －2.87 0.00
2 　自分の文化と異なる看護師と共に働く心の準備ができている 9.38 19.58 －3.38 0.00
3 　自分の文化と異なる同僚看護師と共に働くことが楽しみだ 9.29 19.64 －3.34 0.00
4 　母国で経験のない看護ケアに対する戸惑いを克服するように努力する 10.50 18.83 －2.93 0.00
5 　母国の看護業務内容と違うことを理解するように努力する 9.21 19.69 －3.88 0.00
6 　自分の考えが同僚看護師に伝わるように努力する 12.42 17.56 －1.69 0.09
7 　同僚看護師の考え方を理解できるように努力する 15.00 15.83 －0.29 0.77
8 　母国と違う看護ケアのあり方を理解できるように努力する 11.25 18.33 －2.50 0.01
9 　文化習慣の違いが自分の看護行為に影響することを認識する 13.75 16.67 －1.06 0.29
10　母国の看護体制と違うことを理解できるように努力する 10.42 18.89 －2.95 0.00
11　母国の看護教育内容と違うことを理解できるように努力する 8.92 19.89 －3.90 0.00
12　看護ケアの中身となる根拠を理解できるように努力する 11.25 18.33 －2.50 0.01
13　母国と違う看護の常識を理解できるように努力する 10.83 18.61 －2.68 0.01
14　患者が親切に見える 12.00 17.83 －2.01 0.04
15　患者が私を受け入れようとしている 9.25 19.67 －3.47 0.00
16　患者の言葉の本音が分かるように努力する 12.88 17.25 －1.47 0.14
17　患者とのコミュニケーションをうまくできるように努力する 10.25 19.00 －3.01 0.00
18　患者と良好な関係を築きたい 10.71 18.69 －3.16 0.00
19　自信を持って患者への言葉をかけられるように努力する 11.79 17.97 －2.17 0.03
20　患者からの承認が自分の励みになる 10.09 18.00 －2.79 0.01
21　患者の文化背景を理解できるように努力する 12.33 17.61 －1.86 0.06
22　患者の個別性を理解できるように努力する 12.04 17.81 －1.94 0.05
23　患者の気持ちを理解できるように努力する 11.04 18.47 －2.58 0.01
24　看護師指導者のように仕事ができるようにしたい 10.88 18.58 －2.79 0.01
25　看護師指導者からの教えに感謝している 12.38 17.58 －1.99 0.05
26　看護師指導者からの承認が自分の励みになる 12.33 17.61 －1.90 0.06
27　同僚看護師とも目指す看護は同じである 11.83 17.94 －2.01 0.04
28　同僚看護師と関わったことで視野が広がった 11.50 18.17 －2.34 0.02
29　同僚看護師と関わったことで母国と違う看護常識を知った 12.42 17.56 －1.72 0.08
30　同僚看護師と良好な関係を築きたい 12.00 17.83 －2.32 0.02










1 　外国人看護師に興味がある 17.57 31.13 －3.82 0.00
2 　自分の文化と異なる看護師と共に働く心の準備ができている 18.93 28.75 －2.70 0.01
3 　外国人看護師と共に働くことに楽しみだ 17.07 32.00 －4.09 0.00
4 　外国人看護師と協働できるように努力する 17.25 31.69 －4.07 0.00
5 　外国人看護師の言葉の本音を理解するように努力する 17.21 31.75 －4.04 0.00
6 　外国人看護師の異文化を受容する 16.04 32.06 －4.49 0.00
7 　外国人看護師の価値観を理解するように努力する 17.14 31.88 －4.14 0.00
8 　外国人看護師に声をかけるようにしている 19.50 27.75 －2.35 0.02
9 　外国人看護師のケアが患者に受け入れられるように働きかける 18.18 30.06 －3.24 0.00
10　外国人看護師の患者に対する看護ケアに対して配慮をかける 18.63 29.28 －2.99 0.00
11　外国人看護師と患者とのトラブルが生じないように配慮をかける 18.84 28.91 －2.75 0.01
12　 外国人看護師の文化習慣が違うことによって患者への対応が
違うことを配慮する
19.32 28.06 －2.39 0.02
13　外国人看護師と協働して患者によいケアを提供したい 19.39 27.94 －2.51 0.01
14　外国人看護師の言語レベルに合わせて指導する 21.07 25.00 －1.08 0.28
15　 日本の看護常識が外国人看護師に通用しないことを理解した
うえで指導する
20.14 26.63 －1.78 0.07
16　外国人看護師のストレートな言動を理解したうえで指導する 19.09 28.47 －2.61 0.01
17　外国人看護師の考え方を理解したうえで指導する 18.79 29.00 －2.86 0.00
18　 外国人看護師が患者の文化を知らないことを理解したうえで
指導する
18.46 29.56 －3.02 0.00
19　外国人看護師の文化習慣を理解する必要がある 18.25 29.94 －3.29 0.00
20　外国人看護師の教育背景を理解する必要がある 19.71 27.38 －2.15 0.03
21　患者の文化背景を外国人看護師に知ってもらう必要がある 20.61 25.81 －1.47 0.14
22　外国人看護師とも看護観は同じである 18.54 29.44 －2.86 0.00
23　外国人看護師と関わったことで視野が広がった 19.11 28.44 －2.49 0.01
24　 外国人看護師と関わったことで日本の看護常識が世界共通で
ないことを知った
19.88 27.09 －1.92 0.05
25　外国人看護師は大事なパートナーだ 19.11 28.44 －2.58 0.01
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